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第一分営 ･新潟 ,/ ,一 ,
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ともに,徒党 ･脱走盗奪賭博 ･押買押借 ･喧嘩闘争並放蕩酒狂 ･戦場での怯儒恐怖の所業など
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第 1表 明治8-12年の徴兵 ･免役状況
明治 壮丁総数 徴 丘 連 免 役 表T哀話 免役理 由 と免役者 中
の比率名簿人員 名簿人員tの免役者比率 掛7-.承視の孫 戸 主
定尺未満の者8年 298.531 45,498 253.033 84,75% Mik lも(59.16%)い 2,183(2占.盲;%)
24,881(9.83%)9年 296.086 45,221 242,860 82.02% 155,659(64.09%) 66,592(
27.41%) 13,984(5.75%)10年 301,259 44,458 249,773 82.90% 161.012(64.460/o)
72,024(28.83%) 10,080(4.03%)11年 327.289 ≧26,881 290,785 88.84% 188.264(
64.74%) 88,481(30.42%) 8,241(2.83%)≦L2竺 321,594 23,981 287,229 89.31%













































































第 2表 明治12年改正徴兵令による徴兵 ･免役状沢
定.ILO.20これ士丁総数 徴集名簿人員 除役人員 国民軍以外免役 平時免役 徴集猶予 除免役猶予者の総数と
壮丁中比率戸主 50才以上者嗣子i自重壬｣8.761(18,972) 総数 50才以下者嗣子過 日68.816(26,563) 総数13年 260,58621,8005,32785,946 159,462 70.3471.
275236,411 %90.7214年 287,07721.5617,46290.539( 74,317(28,240)175,96172,341(28,36
5)74,6404,345262,40891.4015年 253,66320,3836,93076,17168.749(28,307)154,200







をみたと述べ,翌17年徴兵を扱った 『第十年報』は ｢積年ノ宿弊ヲー洗スルカ如シ｣とまで評価 している0第2表にみられ
るように,徴集名簿人員を2万人台から4万人台に引上げたことは,｢徴兵令創走アリシ以来
未夕此多数ヲ観サル所｣(F第十年報』)であった｡しかし,この改






































明 治 20才 の壮丁総数 徴 集 数 徴 集 猶 予 除役者数 猶予
.除役者現 役 補 充 総 数 戸 主 60才以下嗣子 総 数
総 数 壮丁中比 ÷､18年 341,717 22,307 145,059 167,366 72,511 22,539 115,200
52,858 168,05849.18%19年 356,981 13,257161,390 174,647 76,515 17,211
111,490 65,723177,21349.64%20年(-) 326,288 18,331 87,782 106,113 ■134,718
■25.530 108,589145,917254,50678.00%20年(コ 326,071 15,93

















































































末までの官報では (掲戟順),岐阜 ･佐賀 ･愛媛 ･福岡 ･千葉 ･静岡 ･宮崎 ･広島･山口･群馬








































































































































48) 『陸軍省第四年報』,または前掲 『近代日本思想大系 ･4』,115,6頁｡
49) 蛸重輸卒は蛸重兵を補助して輸送の任にあたる者であり,常備役は6カ月であったが,予備役を
5年6カ月として,常備予備後備合せて10年という点では,他の兵種と変らないようにした｡なお
明治13年2月18日陸軍省達甲7号 ｢蛸重輸卒概則｣では,常備6カ月のうち訓練 (小隊教訓,駄馬
術,徒歩車輔術など)期間は3カ月としている｡
50) 官報,明治20年 ･1･8,1･26,2･17,3･18,3･19,4･13,4･15,4･20,4･27,
6･11の各号参照0
51) ｢滋賀県尚武義会景況｣｢兵事新報｣第2-4号,明治23年5-6月｡
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